
Ⅰ．はじめに

　林木の成長状態を分析すべくその成長期である３月～９月の

７ヵ月間，スギ（クモトウシとヤイチ，各１本）を対象に測定し，

そのプロセスについて２０００年と２００１年の測定値をもとに前報

（1）で考察を行った。本報では前報と同じ方法で２００２年３月～

９月に実施した測定値をもとに若干の分析と考察を試みた。なお，

測定対象木・測定方法は前回と同じ方法によった。ただし材積の

計算は０．１m毎に直径を測定しているため放射線体・直線Ⅰ・直

線Ⅱに分けて計算した場合とSmalian 式のみによった場合とでは

その差異は０．５％以内と極めて微少のため計算の簡易さを考慮し

て今回はすべてSmalian 式によった。また各月の平均気温・日照

時間・降雨量は福岡管区気象台による福岡市の気象データを分析

検討の対象とした。

Ⅱ．直径の測定

　直径の測定は第１年目（２０００年）は直径テープを用いて行った。

しかしテープは測定位置の僅かなズレやテープのたわみ，剥皮等

により測定誤差を生じるケースが多いため，２年目（２００１年）は

輪尺によることとした。更に３年目の２００２年は新しい輪尺を使用

した。そして何れもmm単位で測定した。また測定日は毎月１０日

（前後）とした。表－１はクモトウシ及びヤイチに対する２００２年

３月～９月の直径測定値を一覧表に示したものである。

Ⅲ．材積成長量

　２００２年の直径成長にもとづく材積はSmalian 式により各区分材

積を求めた。そして３月～９月の各月間の材積成長量を前の月の

材積と次の月の材積の差をもって１ヵ月の成長量とした。このよ

うにして求めた２００２年の各月毎の材積及び成長量を一覧表として

示したのが表－２である。また図－１は成長量のみをグラフに示

したものである。

　因 み に２０００年 の 成 長 量（合 計）は（a）ク モ ト ウ シ：

０．００９２４３m３，（b）ヤ イ チ：０．００４６２３m３，２００１ 年 で は（a）

０．０１３５４４m３，（b）０．００６６０２m３であった。

Ⅳ．材積成長量と気象要因の関係

　一般に林木の成長は土壌や傾斜度・傾斜方向・標高等の立地条

件や植栽密度・除間伐・枝打ち等の施業条件，気温・日照時間・

降雨量・湿度・風速・風向・気圧等の気象条件及び樹種，林齢等

が複雑に絡んで影響するものと考えられる。その中で気象条件は

気温と日照時間及び降雨量が最も大きく影響すると思われる。し

たがってここでは気温（月の平均気温）・日照時間（月の合計時

間）・降雨量（月の総降雨量）の各気象要因と材積成長量の関係

について以下のとおり分析を試みた。

　先ず２００２年３月～９月の気象データを福岡管区気象台が発表し

た福岡市の資料を一覧表に示したものが表－３である。

　これより気温，日照時間及び降雨量等の気象要因を独立変数

（x）とし，対応するクモトウシ，ヤイチの材積成長量を従属変

数（y）とする回帰式（Y＝ b０＋ b １ x）により回帰係数 b０，b １

を相関係数 rと共に求めた。なお，材積成長量は小数点以下の極

めて小さな値になっているため何れも１０４倍した。また気象要因，

成長量共に累積値をもって計算の対象とした。以上の計算結果を

第１年目（２０００年）及び２年目（２００１年）の結果と共に一覧表に

示したものが表－４である。また図－２は２００２年のみを対象にグ

ラフに示したものである（この場合の材積成長量もすべて１０４倍

の値で示した）。

Ⅴ．考　察

　第１年目（２０００年）及び２年目（２００１年）の測定では４，５月と

７，８月の２回，材積成長量にピークがみられた。しかし３年目の
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２００２年は４，５月にそのピークがみられたものの６月の梅雨期に下

降したあと，７月以降は殆どそのピークはみられなかった（図－

１参照）。これは７月以降降雨が極めて少なかったためと思われ

る。

　このように林木の成長量に関しては気象要因が大きく関わって

いる。一般に林木の成長は立地条件や施業条件，気象条件等，多

くの要因が影響するが，中でも気温・日照時間・降雨量の気象要

因が大きく左右していることが確かめられた。すなわち気象３要

因と成長量の間には極めて高い相関関係を示している（表－４参

照）。

　その気象要因におけるデータの取り扱いについては検討の余地

を感じる。つまり本例では各月の温度（平均値），日照時間・降

雨量（合計値）とその月の成長量を対応させているが，測定は毎

月１０日（前後）に実施しているのに対し気象データは月末の集計

値となっている。むしろ気象データは測定日までの集計値を対応

させたが適切ではないかと考える。今後の検討事項の一つであろ

う。

　ともあれ本研究は樹木の成長期における継続測定と成長量の関

係に対する分析検討のため予備的に試みたものである。樹種や林

齢及び立地・施業・気象等の条件との組み合わせによる総合的検

討はその測定方法や測定器材の問題等とあわせ今後の検討課題で

あると考える。
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表－１．月（日）別直径測定結果一覧表（cm/２００２年） 

ヤイチクモトウシ測定高
（m） ９/１０８/１１７/１０６/１０５/１１４/１０３/１１９/１０８/１１７/１０６/１０５/１１４/１０３/１１

２７．４２７．３２７．２２７．０２６．９２６．８２６．７４３．８４３．８４３．７４３．６４３．５４３．４４３．４０．０

２５．５２５．４２５．４２５．３２５．２２５．０２５．０３８．６３８．５３８．４３８．３３８．２３７．８３７．４０．１

２５．２２５．１２５．０２４．７２４．６２４．４２４．４３６．８３６．７３６．５３６．３３６．２３６．１３５．８０．２

２４．６２４．５２４．４２４．２２４．１２３．６２３．６３５．８３５．７３５．６３５．５３５．４３５．２３５．００．３

２３．７２３．６２３．６２３．４２３．４２３．３２３．２３５．０３４．９３４．８３４．７３４．６３４．３３４．１０．４

２３．１２３．０２２．９２２．８２２．８２２．７２２．６３４．７３４．６３４．６３４．３３４．２３３．９３３．８０．５

２２．６２２．６２２．５２２．４２２．４２２．２２２．１３４．３３４．２３４．２３４．０３３．８３３．５３３．４０．６

２２．１２２．０２１．９２１．８２１．８２１．６２１．５３３．９３３．８３３．７３３．６３３．４３３．１３２．９０．７

２１．８２１．７２１．７２１．６２１．５２１．４２１．３３３．４３３．２３３．１３２．９３２．８３２．６３２．３０．８

２１．８２１．７２１．７２１．６２１．５２１．３２１．２３２．４３２．３３２．２３２．０３１．９３１．６３１．４０．９

２１．０２０．９２０．８２０．７２０．６２０．５２０．４３１．６３１．５３１．４３１．２３１．１３０．８３０．５１．０

２０．７２０．７２０．６２０．５２０．４２０．３２０．２３１．３３１．３３１．２３１．０３０．９３０．５３０．２１．１

２０．５２０．５２０．５２０．４２０．３２０．１２０．０３０．８３０．８３０．７３０．６３０．５３０．２２９．８１．２

２０．５２０．５２０．４２０．３２０．３２０．１２０．０３０．６３０．６３０．６３０．４３０．４３０．１２９．８１．３

２０．１２０．１２０．０１９．８１９．８１９．７１９．７３０．４３０．４３０．３３０．２３０．２２９．７２９．４１．４

２０．０２０．０１９．９１９．７１９．７１９．５１９．４２９．６２９．５２９．２２９．２２９．２２９．２２９．１１．５

１９．９１９．９１９．８１９．６１９．６１９．３１８．９２９．４２９．４２９．４２９．３２９．３２８．６２８．５１．６

１９．３１９．３１９．３１９．２１９．０１８．８１８．７２９．３２９．２２９．２２９．０２８．８２８．６２８．４１．７

１９．３１９．３１９．３１９．１１９．０１８．９１８．３２９．４２９．３２９．２２９．０２８．９２８．５２８．４１．８

１８．７１８．７１８．７１８．６１８．５１８．３１８．３２９．３２９．３２９．２２９．１２９．０２８．６２８．４１．９

１８．６１８．６１８．６１８．５１８．４１８．２１８．０２９．２２９．１２９．０２８．７２８．７２８．２２８．０２．０

表－２．月別材積及び成長量（m3/２００２年）

ヤイチクモトウシ月

成長量材積成長量材積

－０．０７０４０２－０．１５８７１２３

０．０００７４１０．０７１１４３０．００３３０１０．１６２０１３４

０．００１２２９０．０７２３７２０．００３０９４０．１６５１０７５

０．０００７８００．０７３１５２０．００１０４８０．１６６１５５６

０．０００６２５０．０７３７７７０．００１３４７０．１６７０５２７

０．０００３９７０．０７４１７４０．０００９２５０．１６８４２７８

０．０００３４９０．０７４５２３０．０００７５７０．１６９１８４９

０．００４１２１０．０１０４７２計

図－１．月別材積成長量の変化の状態
（　　　：クモトウシ，＋…＋：ヤイチ）
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表－３．２００２年３月～９月の気象データ

降雨量mm日照時間 hr平均気温℃月

１２５．５２０１．６１２．５３

１０２．０１３９．５１６．６４

２５５．５１４５．９１９．３５

１０３．５２１０．８２３．６６

１０９．５１５６．３２７．９７

１０８．５１８９．１２７．８８

１８６．０２０１．５２４．４９

（福岡管区気象台による）

表－４．材積成長量と気象要因の関係

（a）クモトウシ
２００２年２００１年２０００年

相関係数
（r）

回帰式
相関係数
（r）

回帰式
相関係数
（r）

回帰式

０．９５２Y＝３６．９９６４＋０．５２６６x０．９９７Y＝１９．３３９８＋０．８３２５x０．９５８Y＝１５．９５７９＋０．６０７１x気 温

０．９５６Y＝３４．４９３３＋０．０７３５x０．９９８Y＝１０．７８４２＋０．１１２０x０．９７２Y＝　５．６１５０＋０．０８１９x日 照 時 間

０．９８４Y＝２７．８０８１＋０．０９７０x０．９６２Y＝２８．０５８６＋０．０７７５x０．９３８Y＝１６．９６９１＋０．０９２９x降 水 量

（b）ヤ イ チ

０．９５９Y＝　８．４７５１＋０．２５６４x０．９８１Y＝　９．７０６０＋０．４４３２x０．９２７Y＝　７．８４５６＋０．２９２６x気 温

０．９６４Y＝　７．２３３７＋０．０３５８x０．９８１Y＝　５．１５４４＋０．０５９６x０．９４２Y＝　２．８６７１＋０．０３９４x日 照 時 間
０．９８１Y＝　４．２４３６＋０．０４６７x０．９５５Y＝１４．０７６１＋０．０４１７x０．９４２Y＝　７．５３５６＋０．０４６５x降 水 量

図－２．材積成長量と気象要因の関係
（・：クモトウシ，＋：ヤイチ）


